
 3 学期が始まりました。新学期は僕が新年早々

コロナ陽性になったため、リモートで始業式をさ

せていただきました。先週後半から学校に来るこ

とができるようになり、子どもたちの元気な姿を

見てホッとしました。何人かの子どもたちが言葉

をかけてくれて本当に元気をもらいました。あり

がとうございます。 

 3 学期は残り４７日しかありません。あっとい

う間に終わってしまします。しかし、この時期は

次の学年や中学校に進むために、まとめや準備を

していく学期でもあります。２０２３年になり気

持ちも新たに目標を立てた子どもたちも多いと思

います。学習に関しては今の学年の積み残しがな

いようにすることや得意なことを伸ばすことなど

が大切ですね。できることからコツコツ取り組ん

でほしいと思います。６年生にとってはいよいよ

小学校最後の学期になります。６年生は２学期後

半からお世話になった五福の町に恩返しをするプ

ロジェクトを自分たちで考えて行動に移していま

す。２学期の終わりには町中をまわってゴミ拾い

をしたり公園に花を植えたりもしました。３学期

の取り組みを楽しみにしています。 

 

 

 １４日（土）に文科省の方とお会いしてお話

をする機会がありました。そこで感じたのはや

はり目先のことだけでなく、将来のことをしっ

かり考えて今何が必要かを考えることや物事を

俯瞰して見ることです。これから先、２０５０

年には日本の人口が 1 億人になり生産年齢人口

は５割になります。AI やロボットで代替しやす

い職種では雇用が減少しますが、 代替しづらい

職種や、新たな技術開発を担う職種では雇用が

増加します。従来の学校→働く→引退という構

図から学び続け働き続けていくことが必要にな

ったり、ジョブ型雇用（仕事をできる人をどん

どん外から連れてくる）になったりしていきま

す。私たち大人が、知識や情報スキルをアップ

デートしていろいろな課題に対応していく力を

つけていくことが大切だと感じました。 
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文責 本田 

３学期は次の学年につなぐ、まとめや準備の学期です 
  残り４７日・・１日１日を大切に 

意外と短い３学期。クラスのお友だち、学校

や地域のために進んで行動できるといいです

ね。 

文科省の方のお話から 
これからの子どもたちに求め
られるもの 
 


